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[研 究報告要 旨 ]

本研究 は、数多 くの未来画を描 いた ことで知 られ るイラス トレー ター・真鍋

博 (1932-2000)の 未来都市観を明 らかにす ることを 目的 とした ものである。高度

成長期に展開 され た真鍋 の創作活動 を建築界 との関連性 も踏 まえ整理 した上で、

真鍋 による未来 に関す るエ ッセイやイ ラス トレー シ ョンを読解す る ことで、彼

の未来都市へ の発言 内容 と描かれた未来都市像の特質を把握 した。

真鍋博 はいわば 「バ ラ色 の未来都市」のステ レオ タイプを創 出 した人物 とし

て知 られ る。 当初 は油彩画や漫画 による風刺 と人 間性探究 に軸足を置 いていた

が、高度成長を背景 とした未来 ブー ムに歩調をあわせて作風 が変化 し、「未来画」

として括 られ るイ ラス トレー シ ョンを生み出 した。 それ と並行 して未来を主題

とす るエ ッセイ も数多 く発表 してい った。 こうした創作活動 は、大阪万博前後

に活発化 したアー トの領域横 断的な協働や、各種専 門家 。研究者 らとの交流の

なかで展 開され、特 に未来学会や メタボ リズム・ グルー プの周辺 において真鍋

の活動が確認 で きる。 しか し、必ず しもそれ ら思想・ グルー プヘ は包摂 しきれ

ない志 向性が真鍋 の発言 。作 品には看取 され る。

真鍋 の未来画 は、一見 した ところ明 るい色彩 で華やかに描 かれていることか

ら、科学至上主義や都市文明礼讃を象徴 した もの として捉 え られが ちである。

しか し、彼 の未来都市観 を読解す る ことでみ えて くるのは、 ダジャ レや語 呂合

わせ、アナ ロジーを多用 した常識 に とらわれない発想法であ り、 ロー カ リティ

やマイ ノ リテ ィの尊重、地球環境全体を視野 に収 めた都市 的空 間像、住 まう人

間への温かな眼差 しであ る。 また、風刺画家 とい う出 自が真鍋 の未来都市観 に

独特な個性を与 えてい る。つ ま りは、望 ま しい未来を描 くことは主眼ではな く、

未来画を見 る人 々が、各 々の未来をつ くってい こうとす る気づ きの育みを企図

したもの と評価 しうる。こうした真鍋 の視点 は、モ ダニズムの論理 は もとよ り、

未来学の思想や メタボ リズムの都市像 においては看過 され て きた ものであ り、

これか らの都市居住 を考 えてい くための新たな視点 として期待 できる。


